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  第１章 開かれた天


  
    「天が開かれて、私は神の幻を見た。」（エゼキエル一・一）

  


  「神の幻！」。これは必ずしも、エゼキエルがその現れを見たような外側の幻を意味しません。使徒パウロはエペソ人のために、「あなたたちの心の目」が照らされるように、あるいは「光で満たされる」ように祈りました。これが意味するのは、神の霊は神に属する事柄を「私たちの心の目」に啓示し、いわば「視覚教材」を私たちに与えて、私たちに理解させたいことを教えてくださる、ということなのかもしれません。神はしばしば、聖書中の実際の人物を私たちに示すことによって、これをなさいます。


  聖書を開いて、直接的で個人的な神の啓示が様々な人に与えた影響をざっと見ることにしましょう。


  創世記二八章はベテルにいるヤコブを描いています。彼が石を枕にして堅い地面の上に寝ていた時、地と天の間にある一つのはしごが彼に啓示され、神との交わりが開かれました。


  これは霊的生活の第一段階です。主は天の故郷から遠く離れた荒野にいる私たちを見つけて、はしご、神への道である主イエス・キリストを私たちに示されます。主キリストは、「わたしは道である……わたしを通してでなければ、だれも父のもとに来ることはできない」（ヨハネ十四・六、欄外）と言われました。


  創世記三二章二四節で、私たちはヤコブの人生のさらに進んだ段階を見ます。「ヤコブは一人残された。その場所で、一人の人が夜明けまで彼と格闘した」。ここで、主がヤコブのところに下って来て、親密な個人的取り扱いのために彼に近づかれます。ベテルで彼ははしごの頂に主を見ましたが、ここペニエルでは、神の人が彼と格闘し、ついに彼は砕かれた人になりました。主は彼の力の筋に触れました。そしてその後の全生涯、彼はこの個人的な神との接触の跡を身に帯びました。


  私たちはこう言えるでしょう。「たしかに私はベテルを知っています。主に近づく道、地と天の間のはしごを主が啓示してくださった時のことを、私は覚えています。しかし正直に言って、まるで神は上の天におられ、自分は下のこの地上にいるようだ、というのがこれまでの経験でした」。


  あなたの「ペニエル」が来るのは今週かもしれません。神は親密な個人的取り扱いのために、あなたに近づかれるかもしれません。自分が人々の間で孤独なことに、あなたは気づくかもしれません。まるで神とあなたしかここにいないかのようです。あなたは自分の周りで起きていることをすべて完全に忘れるでしょう。神はあなたをとらえて、あなたの力の筋に触れるでしょう。あれやこれをしようというあなたの決意に、神は触れるでしょう。自分が砕かれた人になったことに、あなたは気づくでしょう。


  神の力を持つ「イスラエル」になるには、まず、私たちは神によって真に砕かれて、征服されなければなりません。力を持つことができるのは、私たちが砕かれて、神にしがみつく以外何もできない時だけです。神の多くの子供たちは「砕かれる」ことについて話しますが、実際のところ、とても強いのです。私たちの弱さに応じて、神の力は私たちの内に働き、そして私たちを通して働きます。神に属すると思っていた当のものこそ、実は捨てるべきものであることがわかるかもしれません。自分が最も強く見える所こそ、最も弱いのかもしれません。しかし、神だけがこれを私たちに示せます。


  次にギデオンに進んで、神の幻がどのように彼に臨んだのかを見ることにしましょう。ギデオンは小麦をミデヤン人から隠すために、それを酒ぶねで打っていました。「すると主の御使いが彼に現れて言った……主は彼を見て言われた、『あなたのこの力で行き、イスラエルを救え……わたしがあなたを遣わしたのではないか？』」（士師記六・十二～十四）。


  ここに、しりごみしている臆病な人に対する神の啓示があります。ギデオンはおののき、悲しみ、イスラエルのために祈っていました。自分が解放のために選ばれた器であるとは、少しも思っていませんでした。主は彼に近づいて、「勇敢な勇士よ」と言われました。彼は、「何によって私はイスラエルを救えばいいのでしょう？」としか言えませんでした。


  主が私たち自身の何かを私たちに啓示される時、私たちは他の極端に走り、舞台から身を引いて、攻撃的な働きに出かけるのを嫌がるおそれがあります。


  私たちの中には、あまりにも砕かれ、あまりにも神に取り扱われたため、神が召しておられる働きから震え上がって身を引こうとしている人がいるかもしれません。神は有るものを無いものとするために弱いものを選ばれたこと、実に「無きに等しいもの」を選ばれたことを、私たちは忘れています。私たち全員に今必要なのは、ギデオンのように神と出会うことだけなのかもしれません。そうすれば、後にギデオンについて記されたように、私たちについてもこう記されるでしょう。「主の霊が覆った――」そして彼らを「勇敢な勇士たちとして」その奉仕に遣わされた。「自分の神を知る人々は力強く事を成すでしょう」。


  ギデオンを少し見た後は、ヨブに向かうことにしましょう。


  
    「ヨブは主に答えて言った。ああ、私はつまらない者です。私はあなたに何と答えることができるでしょう？私はあなたの噂を耳で聞いていましたが、今、この目であなたを見ました。それで私は自分をさげすみ、ちりと灰の中で悔い改めます。」（ヨブ四〇・三、四二、四二・五、六）

  


  ヨブの人生の中に、「聖別される」ことの意味を多少なりとも知っている人々に対する、神の啓示の効力を見ることができます。


  神ご自身がヨブのことを、「彼は悪を憎んでいる人であり、全き心で神に仕えている」と仰せられました。ヨブの良心は神に対しても人に対しても咎めが無かったので、彼は「私は自分の義を堅く握りしめて、決して手放すまい」と言うことができました。彼の友人たちが彼と論争しましたが、攻撃を受けるいわれはないと彼は主張しました。しかし、それは神の啓示が彼に臨むまでのことでした。彼は神の啓示を受けて、「私は自分をさげすみ、ちりと灰の中で悔い改めます」としか言えませんでした。


  これが示しているのは、長きにわたって神と交わり、全き心で神の御前を歩んだ末に訪れる、神の啓示があるということです。神の大能と神の義の啓示により、「私は自分をさげすみます」と私たちは叫ぶようになります。この啓示を神に関する自分の過去の知識と比べるとき、自分は神のことを耳で聞いていたにすぎなかったが、今、「顔と顔を合わせて」神を見ている、と私たちは感じます。


  神がご自身をヨブに啓示された時、「私は自分をさげすみます」が神に対するヨブの唯一の返事でした。ヨブがどのように神と共に歩んだのか、そして神が彼の心の完全さについて何と言われたのかを思い出すなら、これはとても注目すべきことであり、主を知るにつれていっそう深い取り扱いが必要になることがわかります。


  また、ヨブの人生から、心が完全だったとしても、無意識の自己義認がかなりあるかもしれないことがわかります！


  繰り返しますが、決して忘れえぬ神との出会いがあります。この出会いは私たちを砕くので、私たちは他人を裁けなくなります。唯一の願いが自己を真に消し去られることである地点に導かれるには、長い時間が必要です。その地点に至る時、自分自身を知る知識により、私たちは何事にもでしゃばらないよう注意深くなります。なぜなら、私たちに言えるのは、「私を裁くのは主です」ということだけだからです。


  真の自己放棄により、私たちは大いに素直になり、喜んで他人よりも低い地位につくようになって、努力せずともちりに下れるようになります。その時、「自分を低くする者は高くされます」。


  再びイザヤについて考えることにしましょう。神の幻は彼にとって何を意味したのでしょう？


  
    「私は主を見た。……そして私は言った、『災いなるかな、私はもうだめだ！私は唇の汚れた者だからだ。……しかも、私の目が万軍の主である王を見たのだから。』」（イザヤ六・一、五）

  


  これが神のメッセージを託される者たちに対する神の幻です。神はエレミヤに言われました、「もしあなたが卑しいことではなく尊いことを言うなら、あなたはわたしの口のようになる」。神の子供よ、あなたは自分の口をただ主の口としてのみ主に用いていただくことに満足を覚えるほど、主に明け渡しておられるでしょうか？これは浅はかな会話をやめることを意味します！


  主イエスは「問題児」について弟子たちに話されたことがあったでしょうか？彼はユダについて他の人々と議論されたでしょうか？他の働き人たちにあなたが話を漏らすかもしれないので、あなたに心を開くのを人々が恐れる、という経験をあなたはしたことがないでしょうか？私たちは多くのことを不注意に話しているのではないでしょうか？私たちは「問題児」呼ばわりされることを好みません！信頼する人に自分の本心を打ち明けて、後でそれが他人に筒抜けになっていたことを知るのは、愉快なことではありません。


  神に真に占有されることは、実際生活に深く切り込みます。これは、神に私たちの生活全体を、地上におられた時の主イエスの歩みと全く同じにしてもらうことを意味します。舌は神の支配下に置かれる最後の器官のようです。


  使徒ヤコブは、神に全く占有されている人かどうかの最高の試金石として、舌を抑えることをあげました。私たちが神との交わりをこれほど多く失ってしまう理由、そして神の臨在の環境からこれほど速やかに出てしまう理由を、彼は私たちに告げます。ヤコブは舌を「船の舵」として描写しています。彼が言うには、舵手が舌を握るなら自分の望むままに体を動かすことができます。ヤコブはさらに、舌は全身を汚し、天然の車輪すなわち天然のいのちを燃やす、と言っています。たとえば、あなたが傷つけられたとします。あなたはそれを話して、自分だけでなく他の人々も燃やします。そして、神聖な臨在の香りを失ってしまいます。


  神の啓示がイザヤに臨んだ時、それは彼の唇を対処しました。彼は、「私は唇の汚れた者で、汚れた唇の民の間に住んでいる」と言うしかありませんでした。


  舌が神の支配下にあるとき、神は他の人々に関して私たちを沈黙させ、傷について沈黙させ、時として自分の経験についても沈黙させます。キリストの生涯はとても静かな生涯でした。


  絶えず神の力の下にとどまりたければ、張り詰めた不自然な沈黙ではなく、神の中に静かに隠れることを学ばなければなりません。神の中に静かに隠れることは、私たちをとても静かにします。そのため、状況がどんなに悪くなったとしても、私たちはとても静穏に保たれて、瞬間的に不親切な言葉が口をついて出てくることはありません。自分の経験、自分の傷、自分の働きについて、もはや人に話す必要がないこと、これが神と共なる深い歩みのしるしの一つです。大いに用いられていても、決してそれを話さないこと、傷つけられ、誤解されても、それを決してだれにも話さないことは、神がどれほど私たちを支配しておられるかを示します。


  私たちは神にまみえるためにここに来ました。私たちはヤコブのように神を知っているかもしれません。しかし、一見したところ、主は遙か遠くの天におられるようであり、私たちは地上で主を見上げ、主を求め、もしかするとヤコブのように主の御旨を成就する手助けをするために計画や計略を練っているかもしれません。


  私たちが主の足下に集う時、主は私たちに近づいて、それまで思いもよらなかった何らかの力の筋を私たちに示されるでしょう。砕かれていない何らかの強固な点を示された結果、私たちは「主よ私を砕いてください」と叫ぶしかないでしょう。


  あるいは、主はあなたに近づいて、「子よ、わたしはすでにあなたを砕きました。今あなたを用いたい時に、あなたは隠れ、おののき、しりごみしています。わたしは弱いあなたを用いて、サタンの要塞を破壊したいのです。来なさい！あなたは自分の弱さから立ち上がって、わたしに身を委ねなければなりません」と言われるかもしれません。


  あるいは、あなたはここに来て、「私の知るかぎり、神と私の間には何の問題もありません」と言うかもしれません。これは知らず知らずのうちに、「私は自分の義を堅く握りしめて、決して手放すまい」と言うことです。神はあなたに近づいて、あなたが無意識のうちに自分自身の義にしがみついていることを啓示されるでしょう。神に由来する義なのに、あなたはそれを自分に由来するかのように握りしめています。しかし、神の光の中で、「私は自分をさげすみます」とあなたは叫ぶでしょう。


  おそらく、あなたは主の使者の一人でありながら、「自分は断続的にしか神の油注ぎの中にとどまっていません。しかし、その理由がわかりません」と告白しなければならないかもしれません。主はあなたに、「あなたの唇から出た言葉の中に、私が決して授けなかった言葉があるのではないでしょうか？」と言われるかもしれません。するとあなたは、「主よ、それらの言葉は悪いものではありません」と答えるでしょう。「しかし、あなたは必要以上に自分の経験を話さなかったでしょうか？」「主よ、たしかにそれは考えていませんでした。自分に注意を引きつける危険性がわかりました」。すると主は再びあなたに、「わたしがあなたを用いたのはそのとおりですが、あなたはそれをあまりにも言いふらさなかったでしょうか？」と言わなければなりません。「はい、主よ、私はたしかにそうしました。多く話す必要はないという、あのさいわいなイエスの隠れた生活をもっと学ばなければならないことがわかりました。彼が私に御言葉を与えてくださる時、私は語ります。それ以前には語りません」。


  以上のことを主のもとに持って行き、私たちの生活のあらゆる領域を永遠の光で照らしてくださるよう、主に求めましょう。主はこれを行ってくださいます。私たちを破壊するためではありません。主に似つかわしくないものを主がことごとく啓示されるとき、私たちが尊い血によって清められるためです。人々にならって自分のために生きるのは、過ぎ去った時で十分です。これからは、私たちの人生は神の御旨のためでなければなりません。


  



  第２章 神の幻と自己嫌悪


  
    「この目であなたを見ました。それで私は自分をさげすみます。」（ヨブ四二・五、六）

  


  ヨブの物語を見ることにしましょう。そして、彼の霊的経歴をできるだけ短く描写しましょう。それは、あのように特別な形で神が彼に啓示された時の彼の立場を理解するためです。


  第一に、彼の人となりに注目してください。次に彼の精神的経験、それから彼が生きた人生に注目してください。


  「ヨブという名の人がいた。この人は潔白で正しく、神を畏れ、悪から遠ざかっていた。」（ヨブ一・一）


  これは神ご自身によるヨブの描写です。ヨブは神に対して真実であり、全き心の者であり、誠実でした。彼は単一な目の持ち主で、神と人に対して正しくありました。


  ヨブがいかに神を畏れ、罪を恐れているかについて語る時、神はヨブについて、「この人は潔白で」と言われました。また、彼は自分の意志を完全に神に明け渡している人だったことがわかります。書き記されている恐ろしい出来事がすべて彼の上に下った時、彼は直ちに「主は与え、主は取られる。主の御名はほむべきかな」と言いました。


  つまり、ヨブは誠実で、正しく、正直で、神を畏れ、完全に神の御旨に服していたのです。


  二九章には、神の御前におけるこの内側の潔白さの結果である、ヨブの外側の生活が描かれています。この章でヨブは自分の過去の経験を詳しく話し、自分がどのように神との交わりの中を歩んだのか、神の「秘密」がどのように自分に啓示され、日ごとに神が自分に現れてくださったのかを示します。


  彼は大いに敬われていたので、彼が町の中に入ると、人々は彼に対する敬意と尊敬の念から話すのをやめました。ヨブは言います、「私が町の門に出て行くと、若者は私を見て身をひき、年老いた者は立ち上がった。つかさたちは話すのを控え、首長たちの声はひそまった。私について聞いた耳は私を賞賛し、私を見た目は私について証しした。それは私が、助けを叫び求める貧しい者を助け出し、身寄りのないみなしごを助け出したからである。死にかけている者の祝福が私に来た。私はやもめの心を喜びで歌わせた」。


  なんと麗しい人生でしょう！彼は神の光と神との明るい交わりの中を歩みます。皆が彼を尊敬し、彼はすべての人から敬われます。彼は自分の人生を人々のために費やします。しかし、この時のヨブの言葉を読んでください、「そこで私は言った、私は自分の巣の中で死ぬであろう」（十八節）。


  ヨブは心の中でこう言っていたのではないでしょうか、「神が私を重んじ、私を用い、私を通して働かれる所に、いま私は到達しました。万事申し分ありません」。このように霊的台座の頂点にある人として描写できます。神ご自身があらゆる方法で彼について証しされます。「そこで私は言った、私は自分の巣の中で死ぬであろう。私は自分の日を増そう。私の根は水に向かって延び、夜露が私の枝に宿ろう」。


  自分の霊的財産や霊的富をヨブが数え上げ始めたおそれもあります。彼は自分を見、自分がいかに尊敬されて用いられているのかを見ます。「私の」が忍び込んで、彼は言います、「私の栄光は私とともに新しくなり、私の弓は私の手で次々と矢を放つ。人々は私に聞き入って待ち、私の意見に黙していた。私の言葉の後、彼らは重ねて話さず、私の話は彼らの上に降り注いだ。彼らは雨を待つように私を待った」。


  次の章は次々と十字架の道を示します。このような繁栄の描写の後、ヨブは言います、「しかし今は―――」「今、彼らは私をあざ笑う」「私の魂は私の内側に注ぎ出され、悩みの日々が私を捕らえた。……神は私を泥の中に投げ込み、私はちりや灰のようになった」（ヨブ三〇・一、十六、十九）。


  「なぜヨブは所有物をすべてはぎ取られる必要があったのでしょう？」と私たちは疑問に思うかもしれません。これは、神が彼のためにすべてを行われた後、彼が「私」「私の」と言い始めたからではないでしょうか？もし私たちが自分の霊的経験や奉仕について「私」「私の」と言い始めるなら、確かに神は私たちをちりの中に下らせる方法を見つけなければなりません。


  これが、最も用いられた子供たちの多くに対して、主が今日行っておられることです。「ああ、昔のようだったら」と言っている人が大勢います。彼らはヨブの経歴に似た霊的経歴を述べることができます。彼らもまた、「私はあざけりの中にあり……私の魂は注ぎ出され……私はちりや灰のようになった」と言うことができます。


  三〇章二五節から三一章の最後まで読んで、ヨブが六〇回近く「私」「私の」と言っているのを見てください！


  「自分の生活の中に悪いものは何もない」という主張にこだわるべき、ありったけの理由を彼はあげます。これは、すばらしい霊的経験や祝福された実り豊かな奉仕の後に忍び込む「私」の狡猾さを、とても鮮やかに示しています！


  自分がいかにあわれみ深かったかを述べるヨブの言葉の中に、自己憐憫が見られます。しかし、彼は全くあわれみを受けません。彼はうめきます：


  「私は困難の中にある人のために泣かなかっただろうか？私の魂は貧しい者のために悲しまなかっただろうか？私は善を望んだのに、悪が来、光を待ち望んだのに、暗闇が来た」。


  彼は自分の非のない歩みについて話し、自分を秤にかけるよう神に訴えます。自分が空しく歩んでこなかったこと、自分の足が偽りに向かったことはないことを、彼は完全に確信していました。自分は地位上のいかなる高ぶりからも免れていた、と彼は主張します。それは、彼が自分のしもべたちの不平をないがしろにせず、「私を造られた方はこの人をも造られたではないか！」と自分に言い聞かせて、自分のもとに来るすべての人に喜んで耳を傾けていたからです。次に、彼は自分の私心のなさを述べ、「もし私が貧しい者の望みを退けたり、一人だけ食物を食べたことがあるなら」（十六節、改訂訳欄外）と言います。


  彼はまた、貧しい者に対する自分の親切さ、彼らを利用しない自分の正しさ、富に対する自分の無頓着さについて語ります。「もし、私が、着る物がなくて死にかかっている者や、身をおおう物を持っていない貧しい者を見たとき」「もし、私が、自分の富が多いのを喜び、私の手が多くの物を得たので、喜んだことがあるなら」（十九、二〇、二五節）。


  「私、私、私！」が何度も出てきます。「もし、私が、私を憎む者が滅ぶのを喜んだことがあるなら……私は自分の口に罪を犯させず、呪って彼のいのちを求めなかった。私は旅人に戸口を開いた。もし、私が、自分の咎をふところに隠して、自分のそむきの罪をおおい隠したことがあるなら」。


  このようにヨブは次々に自慢したので、その話を聞いていた友人たちはついに何も言えなくなりました。「この三人の者はヨブに答えるのをやめた。それはヨブが自分は正しいと思っていたからである」。真実な聖書は、この正しい人に関する実際的な真理を付け加えます。「ヨブは神よりもむしろ自分自身を義とした」。


  このような自己義認から次のことがわかります。すなわち、「私は自分をさげすみ、ちりと灰の中で悔い改めます」と彼に言わしめる、さらに深い神の啓示を彼が必要とする理由が、ヨブの苦難から明らかになったのです。


  同じように、主は私たちの上で御手を翻して、絶えず私たちを砕かれた状態に保たなければなりません。それは、使徒パウロでさえ、「私が高ぶりすぎないように、肉体に一つのとげが与えられました。それは私を打つサタンの使いです」（二コリント十二・七）と言わなければならなかったからです。


  「自分は思いやりがある」という考えにふけったり、絶えず自分をひいき目に見て、他人と比較したことはないでしょうか？「私は利己的ではありません」と言いつつ、人の身勝手さをとても厳しく注意したことはないでしょうか？人を裁く霊の危険性が忍び込んでいないでしょうか？


  パウロは言いました、「それは私自身の義を持つのではなく、私がキリストの中に見いだされるためです」（ピリピ三・八、九）。神の目に忌まわしいのは、私たちの自己満足と「私」「私の」という物言いです。


  神の啓示は「私」「私の」「私のもの」の忌まわしさに関する光を私たちに与えます。そこで、私たちはこう言うようになります、「主イエスよ、これからは『あなた』『あなたの』となりますように。私たちは自分自身を守るより、主とその取り扱いを義とします。あなたを見上げるようすべての人を導くことよりも、キリストと共に苦しみを受けるのにふさわしい者とみなされることの方が遙かに大きな祝福です。首長――『王』――として人々の上に君臨することよりも、イエスと共にその十字架の交わりの栄誉にあずかることの方が遙かにまさっています」。


  これがこの午後の霊的写真ではないでしょうか？あなたは自分に向かって、「主がご自身に対する全き心に私を導いてくださった時のことを、私は覚えています。罪人のかしらである私に対するあわれみのゆえに、神に感謝します。主は私の意志を征服されたので、試みの時、私はためらうことなく、『主は与え、主は取られる。主の御名はほむべきかな』と言うことができました」と言っていないでしょうか？


  しかし、あなたはこう付け加えることができます。「私はかつて光の中を歩んでいました。しかし今は、荒涼とした寂しい荒野の中にいるようです。かつて私は神との透明な交わりを持っていました。しかし今、神は語ってくださらないようです。私は人々のために『用いられ』ました。しかし今、神は私と全く無縁であるようです。かつて私は首長として座していました。しかし今、私は孤独な片隅に追いやられ、あざけられています。彼らは私を成功した人気の働き人と思っていました。今、彼らは、『彼女は全く「用いられて」いないようだ』と言っています」。


  このようなことのただ中にあって、あなたは万事における自分の潔癖さを根拠にして自分を慰めます。あなたのあわれみ深い心！あなたはなんと無私だったことでしょう！あなたは人々に対してなんと親切だったことでしょう！人々が何をしても、あなたは彼らのように行動しませんでした！あなたは、「私をこの試みの道に導かれたのは神です。私はこの世が与えうるあらゆる栄誉を受けるよりも、むしろ神と共に歩みます」と言う代わりに、自分自身を義とすることに熱中していたのではないでしょうか？人々の間で王や首長として座せる間は、小羊の霊を持つ方法を学ぶのは容易ではありません。


  ヨブに対する神の啓示により、彼の自己は停止し、「私はちりと灰の中で悔い改めます」と彼は言いました。「私はもはや自分自身を義としません」。そして転機がやってきました。「主はヨブに彼が以前持っていた倍のものを与えられた」。これが常に「主の結末」です！今、神は安心してヨブに二倍の分を与えることができました。


  主は今日、私たちに言われるでしょう、「子よ、あなたを剥ぎ取ることはわたしの喜びとするところではありません。しかしわたしは、あなたに『私の』と言ってほしくないのです。わたしはあなたに、『主よ、すべてはあなたのものであり、私のものではありません』と言ってほしいのです。わたしはあなたに、自分自身によってではなく、わたしによって生きること、そしてすべてをただわたしにあって所有することを学んでほしいのです」。


  このように、何かを自分自身のものとして所有することから引き離される時、主は以前の「二倍のもの」を私たちに与えることができます。


  ヨブに与えられた「二倍のもの」は長子の分け前を暗示します。長子は常に二倍の分け前を得ました（申命記二一・十七）。霊の領域において、イエスは死者の中からよみがえった長子でした。そして、私たちは長子である彼に結合されて、彼の分――御霊の二倍の分け前――にあずかります。エリヤがエリシャに、「あなたは難しいことを求める！」と言ったのも不思議ではありません。しかし、これこそ神が私たちのために備えてくださっているものです。ただし、私たちは喜んで神に導いてもらう必要があります。神は私たちにヨルダン川の道をくぐり抜けさせ、向こう岸のキリストにあるいのちの中に導いてくださいます。そこでは、神は大いに安心してご自身の豊かさを私たちの上に注ぎ出すことができます。それは、何も自分のものではないこと、すべては神のものであること、神のほか何も持たないことを私たちが学んだからです。


  どうか今日、首長として座す地位を欲したり、キリストの働きにおいて「ひとかどの者」でありたいと願う代わりに、小羊の道を歩む喜びを聖霊が私たちに示してくださいますように。人々の賞賛を求めないようにしましょう。自分が口を開くとき、他の人はみな口を閉ざさなければならない、と思い込むのではなく、イエスと共にへりくだりの道を行きましょう。そして、彼と共に人々の信仰のいけにえと奉仕の上に注ぎ出される、隠れた生活をますます求めましょう。


  今日、私たちの心構えはどうでしょう？私たちの前に二つの道があるのが見えないでしょうか？一方の道は外面的な賞賛と栄光の道であり、他方の道はへりくだりと犠牲の道です。私たちはどちらを選ぶのでしょう？


  主だけが、小羊に従いたいという真の願いを私たちの内に起こすことができます。主はイエスの小羊の霊の麗しさを私たちに示し、自己栄光の別の生活の忌まわしさを私たちに啓示されます。どうか主が、小羊の行くところにはどこへでも従って行く道を、私たちに啓示してくださいますように。


  



  第３章 神の幻と裁き


  
    「私が自分の家に座し、ユダの長老たちも私の前に座していた時、主なる神の御手が私の上に下った。」（エゼキエル八・一）

  


  エゼキエル書八章に行くと、再度それがどのように「神の幻」の思想と調和しているのかがわかります。


  私たちに対する解放のメッセージがあります。しかし、話すことを主が願っておられる私たちの真相を、主がすべて語り終えられるときはじめて、私たちはそのメッセージを欲するようになります。主が私たちを深く取り扱えば取り扱うほど、私たちの心の中には主のための場所がますます多くあるようになります。


  ユダの宗教的な人々が神について学ぶためにエゼキエルのもとに来ました。しかし、エゼキエルは彼らの前で黙って座していました。彼には何も言うことがありませんでした。神がエゼキエルを扱われた方法はとても印象的です。なぜなら、彼は確かに神の御手の中にある人であり、これは真に神の代弁者であることが何を意味するのかを私たちに示しているからです。


  神の使者たちは、人々に合わせて楽しいメッセージをすることはできません。神の子供たちが、真に主の御手の中にある使者たちのもとに来て、いわゆる「教え」を彼らに求めるとき、神は、ご自身の民の生活の中に何か悪いものがあるのをご覧になっている間は、「教える」ことを彼らに許されません。


  自分自身の能力に頼って、「期待されている」からという理由で、神から与えられたのではない何らかの「話」をすることは、とても大きな誘惑です。


  ユダの宗教的な人々は、主の御言葉を聞くためにエゼキエルの前に来ました。そして彼らが座ったとき、主の御手がエゼキエルの上に下り、神は「わたしはあなたに悪しきものを見せよう」と言われました。次に、神は彼にとてもびっくりするメッセージを与えられました。もし、人を恐れる恐れよりも神を畏れる畏れの方がエゼキエルにとって現実的でなければ、彼は神に対して真実であることはできなかったでしょうし、そのようなメッセージを与えることもできなかったでしょう。


  エゼキエルは自分の経験を次のように描写しています。「主なる神の御手が私の上に下った。私が見ると、見よ、火のように見える姿があった」（一、二節）。


  新鮮な神の啓示がこの預言者に与えられました。彼は自分の見たものを描写するのに、どんな類の言葉を使えばいいかわかりませんでした。それは「火のように見える」ものだった、としか彼には言えませんでした。「私たちの神は焼き尽くす火です」。


  人々のもとに行って、「私はこう思う」ではなく、「神はこう言われる」と言える神の使者たちが今日必要です。クリスチャンたちがやって来て、「あなたの見解はいかがでしょう？」と言うかもしれません。しかし、「こう記されています」と率直に喜んで言う人が、私たちの間にどれくらいいるでしょう？多くの声のせいで、世界は混乱の中にあります。ああ、神の慰めの力を持つ、「主はこう言われる」という声を、人々はどれほど切望していることでしょう。


  エゼキエルに対して、「そこで神の御手が彼の上に下り」ました。神の束縛する御手の下ではじめて、彼はユダの長老全員に立ち向かうことができました。そして、与えうる最も恐ろしいメッセージを彼らに与えて、聖なる事柄における彼らの罪を取り扱うことができました。


  彼らは「自分たちは全く正しい」と安心していました。彼らは神の民だったのです！そしてここに、焼き尽くす火である神について彼らに告げる、この一人の人がいました。


  さて、主が宗教的な人々に語るようエゼキエルに与えられた言葉を見ることにしましょう。彼のメッセージは第一にイスラエルに対してでしたが、それは今日の私たちに対するメッセージでもあることを、私たちは覚えておかなければなりません。


  
    「彼は手の形をしたものを伸ばし（中略）御霊が私を持ち上げて（中略）神の幻のうちに私をエルサレムへ連れて行き、内庭の入口へ連れて行った。（中略）そこには、ねたみを引き起こす、ねたみの偶像の座があった。」（三節）

  


  恵みの時代、神の子供たちは今や神の宮です（二コリント六・十六）。パウロはローマ人に書き送ったとき言いました、「あなたたちは偶像を忌み嫌っているのに、そのあなたたちが汚すのですか？」。異教的であるという理由で外側の偶像崇拝を避けていても、神の宮である自分たちの体を汚しているかもしれないのです。


  私たちの入口にはどんな像が立っているでしょう？自己の像でしょうか、それともキリストの像でしょうか？他の人々は、神のねたみを引き起こす、あの大きな巨像の「私」を見ているのではないでしょうか？神はねたみの神です。私たちのうちに住んでおられる御霊は、ねたむほど私たちを慕っており、私たちをご自身だけのものにすることを欲しておられます。


  私たち自身の大きな巨像があって、だれでも見れる入口に立っているのではないでしょうか？それが神の場所を奪って入口を塞いでいるせいで、神は私たちを通してご自身を現せないのではないでしょうか？


  
    「彼は私に言われた。『人の子よ。あなたは彼らのしていることが見えるか？イスラエルの家はここで大いに忌み嫌うべきことをしているので、わたしはわたしの聖所から離れなければならないのではないか？』」（三節）

  


  主は入口にある像を「忌み嫌うべきもの」と呼んでおられます。


  
    「『あなたはなおまた、大きな忌み嫌うべきものを見るだろう』。それから、彼は私を庭の入口に連れて行った。私が見ると、見よ、壁に一つの穴があった。彼は私に言われた、『人の子よ、さあ、壁を掘れ』。私が壁を掘ると、見よ、一つの入口があった。彼は私に言われた。『中に入り、彼らがここで行っている悪い忌み嫌うべきことを見よ』。そこで私は中に入って見た。すると見よ、はうものや忌むべき獣のあらゆる像や、イスラエルの家のすべての偶像が、回りの壁一面に描かれていた。」（六～十節）

  


  これは私たちにどう適用できるのでしょう？はうもののあらゆる像！これは確かに、地について、そして地上のものに占有されることについて、私たちに告げています。神は私たちを、走っても疲れず、歩いてもたゆまないようにしてくださるというのに、飛ぶ代わりに這い、翼をかって上る代わりに四つんばいで這うのです。地上のものが私たちの心を占めており、回りの壁一面に偶像が描かれているのです！


  おそらくあなたは、「これは自分とは何の関係もありません。神が私を清めて満たしてくださった数年前に、神はこれらのものを対処してくださったからです」と言うことができるでしょう。しかし、きわめて巧妙な形で、この中のあるものは今なおそのとおりかもしれません。読み続けましょう――


  
    「彼は私に言われた。『人の子よ、あなたは、イスラエルの家の長老たちが暗闇の中、各々の想像の部屋の中で行っていることを見たか？』」（十二節）

  


  想像の部屋！あなたは自分の想像を暴れ回らせたことはあるでしょうか？それは主が対処しなければならない最も困難なものの一つです。不健康な想像から、自己耽溺や非常に多くの悪いものが飛び出すおそれがあります。


  「彼らが暗闇の中で行っていること」と主はエゼキエルに言われました。想像の部屋の中では光が不足しています。あなたが主を知るようになる時、次のことを思い出してください。すなわち、悪魔は最高に巧妙な欺きを携えてやって来て、祝福された霊からのもののように見えるけれども、実際は光の天使を装うサタンから来た思いを、あなたの心の中に入れようとするのです。


  今日の危険を切り抜ける上で、日々実際的に行動されたイエスに専念することほど、私たちの助けになるものはありません。絶対的に誠実であること、すべての行いにおいて正直であること、他人に関して不親切な言葉を話さないことを追い求めましょう。隣人たちや彼らの霊的経験さえも、決して噂しないようにしましょう。いかなる状況下でも、決して彼らのことを論じないようにしましょう。そして、神の御言葉に沿ってまっすぐに歩みましょう。


  キリストと共に十字架につけられたことについて現に話しているにもかかわらず、想像の部屋の中で巧妙な自己耽溺に耽っている人に関して、神は「彼らが暗闇の中で行っていることを見よ」と言わなければならないでしょう。あなたは暗闇の中で何をしているのでしょう？あなたはどのような思いを許しているのでしょう？心は、それを治める神の力を必要とします。私たちの多くは「私の心は真実です」と言います。そうかもしれません。しかし、新しくされておらず、救いのかぶとの下に保たれていない思いから生じる誤解に気をつけなさい。


  あなたの想像力が昨日に逆戻りするのを決して許してはなりません。今、神と共に単純に真っすぐ歩みなさい！主にふさわしくないと思われる考えや自分の口から出た言葉に気づいたら、その瞬間直ちに、「主よ、尊い血の力を適用してください」と言いなさい。


  今日、あなたは何をしているのでしょう？昨日や先週のことを考えているのでしょうか？あなたは自分の心に、三ヶ月前にくぐり抜けた苦難を思いめぐらすことを許しているのでしょうか？だめです、過去に逆戻りしてそこにとどまることを、決してあなたの心に許してはなりません。また、「来週はどうなるのでしょう」「あれこれ不安です！」と考えて、あなたの想像力が先走るのも許してはなりません。


  
    「彼は私に言われた。『あなたはなおまた、彼らが行っている大きな忌み嫌うべきことを見るだろう』。そして彼は私を主の宮の門の入口へ連れて行った。（中略）すると見よ、女たちがタンムズのために泣きながら座っていた。」（十三、十四節）

  


  神に対する罪のために流される涙より、悪い行いの結果のために流される涙の方が多いのです。あなたは、自分がしでかしたことに対する苦い涙と共に、主のもとに行きました。その涙の背後には何があるのでしょう？あなたは不幸な時間のゆえに自分をあわれんでいるのでしょうか？それとも、キリストの心に痛みを与えてしまったことを、本当に悲しんでいるのでしょうか？罪や神の栄光に欠けるすべてのものを、イエスの心を傷つけるものと見なすことを、あなたは学んだでしょうか？罪が主に対して何を意味するのかを思って泣く代わりに、苦難のせいで失ったもののために泣くことを、主は「忌み嫌うべきこと」と呼んでおられることに注意してください。


  罪が私たちの神に及ぼす痛みを嘆き悲しめるほど、私たちは罪に対して敏感でしょうか？これは神の他の子供たちに対するあなたの関係を、大いに変えます。神の他の子供のために神が悲しんでおられる時、あなたは自分の部屋に行って泣くよう迫られるかもしれません。そのような時、あなたはこれまで、あのイエスの心と一つにされたことはあるでしょうか？


  もし神の子供のだれかの中に神の栄光に欠けるものが何かあるなら、それは私たちにも関係します。なぜなら、それはイエスの心を傷つけるからです。どうして私たちはこれを見逃せるでしょう？私たちは彼のからだの他の肢体たちと共に苦しむべきです。そして、砕かれた心を持たずに、決して彼らの悪行について話してはなりません。


  この女たちは何のために泣いていたのでしょう？自分たちのためです！ああ、主が私たちを、私たちの偏狭で狭量な自己から、私たちの住まいである主ご自身へと引き上げてくださいますように。主の御心と一つにされて、主の叫びと涙を知ることができますように。主のゲッセマネと主の十字架を知ることができますように。「わたしには受けなければならないバプテスマがあります」と主は言われました。主の中には、ご自身を死に向かわせる愛がありました。主は言われました、「それが成就されるまで、わたしは苦しみます」。死を通して、ご自身のいのちが死にかけているこの世に解放されることを、主はご存じでした。


  
    「彼は私に言われた。『あなたはこれよりも大きな忌み嫌うべきことを見るだろう』。そして、彼は私を主の宮の内庭に連れて行った。すると、（中略）玄関と祭壇の間に人々がおり、彼らは主の宮に背を向け、顔を東の方に向けて、東の方の太陽を拝んでいた。」（十五、十六節）

  


  これは私たちにとって霊的に何を意味するのでしょう？私たちの礼拝を探る神の光です。私たちの礼拝の中に罪はないでしょうか？私たちの聖なる事柄の中に冒涜はないでしょうか？ああ、静かで恭しい敬虔な畏れの代わりに、聖なるものに関する軽率なおしゃべりがあります。他の人々の名前を用いるのと同じように、主の御名が軽率に用いられています。これは、主の御名を口にするべきではない、ということを意味するのでしょうか？そうではありません。しかし、主の御名を口にする時、聖なる方の臨在を失わないよう、恭しい静けさが私たちになければなりません。


  「至聖所」という言葉を口にする時、それはどんな意味を伝えているのでしょう？「経験」でしょうか？断じてそうではありません！至聖所は御使いたちが神の御前で顔を覆う場所であり、主イエスの血がなければ、私たちがあえて足を踏み入れない場所です。


  今日欠けているものがあるとするなら、それは敬虔な畏れ、敬虔な恐れです。「わたしが目をとめる者は（中略）わたしの言葉におののく者である」。そうです、神はあなたの中に、神の御言葉におののく敬虔な畏れを生じさせることができます。どうか主が、神に属する最も深遠で厳粛な事柄に対する冒涜から、私たちを解放してくださいますように。


  
    「彼は大声で私の耳に叫んで言われた、『この町を罰する者たちを近づけさせよ』。」（九章一節）

  


  彼はこれらのことをすべてエゼキエルに示し、「わたしはそれらを対処しなければならない」と言われます。


  
    「すると見よ、六人の男が上の門を通ってやって来た。おのおの、ほふるための武器を手にしていた。一人の人が亜麻布の衣を着、わきに書記の筆入れをつけて、彼らの中にいた。彼らは入って行き、青銅の祭壇のそばに立った。」（九章二節）

  


  青銅の祭壇は十字架を象徴します。裁きを求める大声に応えて、このおごそかな行列が青銅の祭壇に向かうのを見なさい。主は筆入れを持つ人に言われました、


  
    「町の中を行き巡り、この町の中で行われているすべての忌み嫌うべきことのために嘆き、叫んでいる人々の額にしるしをつけよ。」（九章四節）

  


  彼は人々のために悲しんでいるすべての人にしるしをつけ、これらすべてのことのために叫び、嘆いているすべての人にしるしをつけました。


  
    「他の者たちに彼は言われた、『彼のあとについて町の中を行き巡り、打て。（中略）しかし、あのしるしのついている者には近づいてはならない。わたしの聖所から始めよ』。」（九章五、六節）

  


  主は罪を裁かなければなりません。主は確かに青銅の祭壇――カルバリの十字架――で罪を裁かれました。しかし今、ほふるための武器がその働きをしなければなりません。キリストの十字架はほふるための武器です。キリストの死の力は刀のように私たちに臨んで、聖霊により適用されなければなりません。


  主はあなたにしるしをつけてくださったでしょうか？主を告白する今日の教会の中にあって、あなたはこれらのことのために嘆いている人々の一人でしょうか？


  今日、神の子供たちの間に、ねたみを引き起こすあの大きな像は現れていないでしょうか？神の子供たちは地のはうものに占有されていないでしょうか？神の宮の中に冒涜はないでしょうか？主は記録を取っておられ、すべてを見ておられます。その記録を携えて主は来臨されるでしょう。そうです、裁きは今も神の家から始まるのです。


  



  第４章 十字架と解放


  
    「キリストの愛が私たちに押し迫っています。なぜなら、私たちはこう考えているからです。一人の方が死なれた……。」（二コリント五・十四）

  


  コリント人への第二の手紙に向かって、エゼキエル書の主の御言葉と好対照をなすメッセージを見ることにしましょう。


  主は御光を私たちに当てて、「私はつまらない者です。私は自分をさげすみます」と叫ぶしかできない所に、私たちを導かれました。今、主は、私たちを生かすいのち、その源と結果に光をあてます。


  コリント人への第二の手紙五章十四節「キリストの愛が私たちに押し迫っています」という御言葉の中に、私たちは新しいいのちの原動力を見ます。「押し迫る」という言葉はギリシャ語原文では、堤防を決壊させて、その前にあるすべての障害物を打ち破る、一つの奔流を表します。


  これは、今朝私たちが見た、自分のために泣き、自分を生活の中心とする、偏狭で利己的な自己の絵図の反対です。


  この節で、私たちに押し迫っているのは、キリストに対する私たちの愛ではなく、キリストご自身の愛であることに、よく注意しましょう。神が「そのひとり子をお与えになったほど世を愛された」時、神の御心の中にあった愛です。


  イエスがおられなかった間、天はどうなっていたのでしょう？御父のひとり子が人の姿でこの地上を歩むのを見た時、御使いたちはどう思ったのでしょう。彼は私たち人類の制約の下に身を置き、一歩一歩へりくだりの道を歩まれました。そして、彼はご自身が造った被造物にご自身を渡して、その手の中に力無く横たわりました。そして、彼らがご自身を恥の十字架に連れて行き、そこに釘付けるのに身を任されました。


  ああ、あなたや私のためにひとり子を与えてくださった御父の愛。故郷を離れて、この貧しい世に来てくださった御子の愛。ああ、朝から晩まで人々のために身を捧げ尽くした愛。罪人たちを引き寄せた愛。罪人を受け入れて、一緒に食事をした愛。カルバリへの道を歩み通した愛。恥をものともせず、十字架を堪え忍んだ愛。


  私たちの愛はあらゆる点で挫折します。キリストに対する私たちの愛はとてもちっぽけです。しかし、もし私たちがあの力強い愛の奔流の水路になることができてさえいれば、この状況は変わっていたのではないでしょうか？あの愛の奔流は、御父から発し、御子において現され、死にかけている世に向かって流れました。私たちを通して広範囲に及び、すべての障害を打ち破る、キリストの愛を考えてみてください。


  愛されている者よ、使徒パウロが注ぎ出された生活を送れたのは、この素晴らしいキリストの愛のおかげでした。キリストを見るなら、彼が神の聖なる方であることを忘れることはできません。しかし、自分を「罪人のかしら」と呼んだ使徒パウロを思う時、いかにキリストの愛が「罪人のかしら」さえも力づけられるのかがわかります。


  自分をむち打ってこの愛に到達するのは不可能です。私たちは、「自分はなんと悪い人間だろう」と言い、「私は自分をさげすみます」と告白するかもしれませんが、旧態依然として利己的かもしれないのです。


  この新しいいのちはどのように私たちの中で現実のものになるのでしょう？もう一度十四節を読みましょう、「キリストの愛が私たちに押し迫っています。なぜなら、私たちはこう考えているからです。一人の方がすべての人のために死なれた」。


  パウロはカルバリに向かいます。死なれた方に向かいます。パウロの心を砕き、彼を通して神の愛の奔流を解き放ったのは、カルバリの幻でした。カルバリは私たちにとって現実的ではない、というのはそのとおりではないでしょうか？私たちは十字架について歌い、十字架について話します。そうです、私たちは十字架に関する最もおごそかな賛美歌を歌うのですが、少しも感動しません。一粒の涙の跡すらないのです！聖霊が十字架を私たちにとって現実のものにしてくださるなら、十字架について言及されるたびに、それは私たちの内側にある深い泉に触れるような働きをするでしょう。


  パウロが送った生涯の秘訣はすべて、彼が見ていたカルバリの眺めにあります。彼は主イエスが亡くなるのを実際に見たことはありませんでした。これをあなたは覚えておられるでしょう。彼は（ペテロのような）「イエスの苦難」の目撃者ではありませんでした。それなのに、パウロがあのように十字架を宣べ伝えたのはどうしてでしょう？それは、決して忘れられない十字架の内なる幻を、神が彼に与えられたからです。


  パウロが初めて十字架を見たのはいつでしょう？一時の間、使徒の働き七章五九、六〇節を見ることにしましょう。「彼らがステパノを石打ちにしている時、ステパノは主を呼び求めて言った、『（中略）主よ、この罪を彼らに負わせないでください』」。これは、ご自身を十字架に釘付ける者たちのために祈った時の主イエスの言葉とほぼ同じです！「そして証人たちは、自分の衣をサウロと呼ばれる若者の足もとに置いた」。


  パリサイ人サウロは、殉教者ステパノの中に、十字架につけられたイエスの霊を見ました。それが彼を絶えず悩ませたことは確かです。それが彼を悩ませば悩ますほど、ますます激しく、彼は十字架につけられたナザレ人に従う者たちに敵対しました。しかし、彼が憤りながらダマスコへの道を進んでいたその日、彼は生けるキリストに出会いました。キリストは彼に言われました、「サウロ、サウロ、とげのついた棒をけるのは、あなたにとって痛いことです」。ステパノの中に見たイエスの霊の光景が彼の心に焼き付き、彼を捕らえました。そして、ついに彼は生ける方、復活したキリストに出会いました。これがパウロを変え、私たちの人生を変えたのです。


  これを幻と呼べるのでしょうか？私は「幻」という言葉を使うことにこだわりません。なぜなら、この言葉は何か外面的なものを連想させるかもしれないからです。カルバリとキリストの死の啓示を私たちの心に与えてくださるのは、たしかに神の霊です。私たちはその啓示を決して失いません。そしてそれ以降、その啓示が私たちの人生を支配します。


  パウロの心と人生にとって、十字架は大いなる現実でした。そのため、彼の書き物の中には、常に十字架の思想が織り込まれています。素晴らしいことに、主イエスご自身がご自分の死の意義をパウロに説明されました。パウロがガラテヤ人に言ったことを読んでください、「私が宣べ伝えた福音は人によるものではありません。（中略）それはイエス・キリストの啓示を通して私に臨んだのです」（ガラテヤ人への手紙一章十一、十二節）。パウロは、メッセージを主イエスから直接受けた、とはっきり述べています。栄光を受けた主、御手に苦難の跡を持つ方が、パウロにご自身の十字架を説明されたのです。これを考えてみてください。「それはイエス・キリストの啓示を通して私に臨んだのです」。


  「キリストの愛が私たちに押し迫っています。なぜなら、私たちはこう考えているからです。一人の方がすべての人のために死なれた」。ここでとてもはっきりと、身代わりについて述べられています。カルバリの身代わりをないがしろにしている人たちは、復活した主に会う時、何と言うのでしょう？神に感謝します。私たちはそのメッセージが真実であることを証ししました。また、私たちは十字架の血を通して平和を得ていることを知っています。


  しかしまた、こうも書かれています、「一人の方がすべての人のために死なれたからには、すべての人が死んだのです」。自分はカルバリの十字架上のキリストの死に結ばれている、とパウロは見なします。彼の心を照らす光と共に、「十字架は私の場所でもある」という確信が聖霊によって彼の心に与えられました。


  十字架を負うことについて話すとき、私たちは何を言わんとしているのでしょう？「だれでもわたしについて来たいなら、自分を否み、自分の十字架を負って、わたしに従ってきなさい」と話された時、主イエスは十字架への途上にありました。


  弟子たちに話す時、主はごく身近な例を使われました。弟子たちは、エルサレムの犯罪者たちが十字架を担い、城壁の外で十字架につけられて死ぬのを当時見ていました。主イエスが「自分の十字架を負いなさい」と言われた時、彼は弟子たちにこう言っているかのようでした、「時が来て、わたしが十字架を担い、それに付けられて死ぬのをあなたたちが見る時、あなたたちの道も同じでなければならないことを思い出しなさい。あなたたちも十字架を負い、わたしのように、そしてわたしと共に、自分のいのちを捨てて、十字架上で死ななければならないのです」。


  私たちはささやかな困難をすべて「十字架」と呼んできましたが、真に十字架を負うことはもっとそれ以上の意味があります。それは、キリストの十字架を負うことに同意して、キリストがそれに対して死なれたすべてのものに対して、キリストと共に死ぬことを意味します。それは、キリストの死を私たちの死として受け取ることです。それは、キリストにとって死が何を意味したのか、その意義に完全に同意することです。それは、十字架上でキリストから分離されたすべてのものから、キリストの死は私たちを分離するということです。そうです、真に十字架を負うことはあまりにも多くのことを意味するため、私たちは一生その深さを発見し続けるでしょう。


  さらに、私たちはキリストの十字架を負い、キリストが死なれた時にキリストと一体化されたことを信じるだけでなく、キリストの死の力に明け渡します。それは、キリストの死の力が日ごとにますます深く私たちの内に働いて、ついには私たちの存在のすべての部分が全くキリストに同形化されるためです。


  
    「キリストの愛が私たちに押し迫っています。なぜなら、私たちはこう考えているからです。一人の方がすべての人のために死なれたからには、すべての人が死んだのです。」

  


  キリストの死の恩恵を受けた人はみな、キリストと共に死にました。これはなんとはっきりと書かれているのでしょう。これは私たちの内にある神のいのちの基礎です。この基礎をはっきりした確かなものにしないかぎり、私たちは屋根から建てることになるでしょう。古いいのちの上に新しいいのちを加えようとしている神の子供たちは、どれくらいいるでしょう？新しいいのちのための場所を設けるために、古いいのちは十字架に行かなければならないことを、彼らは見ていません。悲しいことですが、飾り立てられて新しいいのちのように見える、おびただしい古いいのちによって生きることも可能です。古いいのちが、事実、新しいいのちの言葉を用いることがあるのです。


  古い生活方法に属していると神から示されたものは何でも、私たちは喜んで十字架に明け渡すでしょうか？直ちに神の御言葉を受け入れましょう。生きているというのは名ばかりで、依然として死んだ働きを多かれ少なかれ産み出してしまうことほど、深刻なことがあるでしょうか？ああ、聖潔という名目の下で、そうしてしまうおそれがあるのです。キリストと共に喜んで十字架の上に身を置きさえすれば、そして十字架が私たちの間で真に実際のものとなるよう、喜んでキリストに働いてもらいさえすれば、神のいのちと愛の奔流が内側に流れ込んで、私たちの存在全体を満たすでしょう。


  しかし、もう一度読みましょう、「すべての人が死んだのです。そして、彼がすべての人のために死なれたのは、生きている者が……！」。神に感謝します。聖書では、死と復活は決して別々ではありません。「彼がすべての人のために死なれたのは、生きている者が、もはや自分自身にではなく、彼に生きるためです」。これはさいわいな結果です！今から後、自分自身に生きる代わりに、神に生きます。今から後、朝も昼も夜も、神に生きます。こうして私たちは日々、信仰の足でこの二つを踏みしめて歩みます。「主よ、私は古いいのちを十字架に渡します。そして、自分のいのちの代わりに、あなたのいのちを取ります」。


  私たちの多くはかつてこの立場を取りました。しかし、毎瞬このように行動しなかったため、それを失ってしまいました。一度だけでは不十分であることを、私たちは忘れています。「イエスのいのちが現されるために、絶えずイエスの死を身に帯びて」いなければなりません。私たちは、十字架の基礎を明確なものに保たなければなりません。最初から、二つの面が一緒でなければなりません。その二つの面とは、死から出たいのちと、全行程にわたっていのちの基礎である死です。


  キリストと共に自分の立場に立った後、私たちは断固として古いいのちを死に渡さなければなりません。この時、悪魔は言うでしょう、「自分は十字架につけられた、とあなたは言わなかったでしょうか？それでは、あれやこれはどういうことでしょう？それは自己ではないのでしょうか？」。その時、私たちは正しく率直に言わなければなりません、「私はそれをすべて十字架に渡しました。そして、『私はキリストと共に死んだ』という神の御言葉の立場の上に絶えず立ちます。今、これは私の自由意志であり、選択です。私はこの自己の現れを死に渡し、それからの解放を求めます」。


  これは理論ではありません。これは証明済みです。毎瞬この基礎に基づいて進むなら、私たちは絶えずキリストの死に同形化されるでしょう。なぜならあなたは、キリストの死は自分のものであるという信仰の立場を取らなければならないだけでなく、実際にキリストの死に徹底的に同形化されなければならないからです。このように据えられている土台の上に立つ時、イエスの霊は毎日あなたを満たすでしょう。小羊の霊があなたを通してますます現されるでしょう。そしてあなたは、かつて自分自身のために戦った場所で、今やイエスの霊が治めてくださるのを見て驚くでしょう。


  これが神の解放の道です。これが私たちを自己から引き上げて新しい領域にもたらす神の道であり、実際生活の中でイエスの霊といのちをさらに知るよう私たちを導きます。


  「キリスト・イエスの中にバプテスマされた人はみな、彼の死の中にバプテスマされたことを、あなたたちは知らないのですか？」（ローマ六・三）


  彼が探照灯で内側を照らし、私たちの姿を私たちに見せてカルバリに向かわせる時、それは大いなる解放ではないでしょうか？キリストの死のゆえに神に感謝します。「あなたはキリストの死の中に植えられた」と神は仰せられます。「それは、キリストが死者の中からよみがえられたように、私たちがいのちの新しさの中を歩むためです」。私たちは、「キリストは私たちのために呪われた者となって、私たち呪われた者たちを十字架に連れて行かれた」と告げる神の御言葉に専念するよりも、あまりにも見なすことに専念してきました。


  どうか主が、キリストの十字架を知るさらに深い知識の中に私たちを導き、キリストのいのちを現すための場所をさらに広げてくださいますように。これを少ししか知らないのに、「自分はこれをすべて知っている！」と思い込む過ちを、私たちは犯しています。「私はキリストと共に十字架につけられました」と、あなたは確信をもって言うことができます。しかし、その意味の深さをまだ知らないのも確かです。


  ただこの基礎に基づいてのみ、神の光と愛は私たちの中に流れ込むことができます。キリストの死が聖霊によって私たちの内に働くことに同意する時だけ、そのいのちの奔流はその水路に立ちはだかるものをすべて洗い流せます。「あなたたちから生ける水の川々が流れ出るでしょう」。


  人々はキリストの愛を待ち望んでいます。私たちはそれについて話し、「私はあなたを愛しています！」と言います。しかし、その愛はなんと冷たく、なんと現実離れしていることか。自然に無意識のうちに自分を費やし尽くさせる愛を、私たちは必要としています。世界はそれを欲しています。私たちは中に油が入っている石膏の壺のようです。壺は砕かれる必要があります！


  乱暴な例として、水が入っている二つのコップを考えましょう。二つとも透明なコップですが、一緒に置くとなんと硬いことか。互いに接触すると、なんとやかましいことか！コップを割って、中の水を一緒に流すなら、やかましさや硬さはなくなり、ただ一つになります。これと同じように、神が私たちを偏狭な自己から引き上げてご自身の中にもたらされる時、私たちは一つ御霊の中へと共に流れて行きます（イザヤ六五・五）。神の子供たちがこのさいわいな生活を自分たちの家庭や世の中で送るなら、人々はどれほど栄光の主に引き寄せられることでしょう。


  人々がキリストから離れる時、それは大抵、私たちの何らかの過ちによります。これを悟ることが最も重要です。もし私たちの回りの人々がキリストに魅了されず、キリストに引き寄せられないなら、それは器のせいにちがいありません。それは確かに、器の中に住んでおられる生けるキリストのせいではありません！私たちが暮らしている所でイエスが生きてくださるなら、人々は感動して溶かされないでしょうか？もちろん、彼らは感動して溶かされるでしょう。それでは、イエスは私たちにあって生きることを望んでおられるのに、どうして彼は私たちが暮らしている所で生きておられないのでしょうか？


  さあ、これについて議論したり規定したりするのではなく、信仰によって率直に言いましょう、「私はキリストの死を自分のものとして受け入れます。私は自分の家に戻って毎瞬言います、『主よ、あなたの死は私の死であり、あなたのいのちは私のいのちです』」。


  これが、自分の内にある自己を顕わにする、あらゆる恐ろしい暴露に対する答えではないでしょうか？これは、私たちが自分に絶望している時、私たちのところに垂らされる一本の紐のようです。これは私たちをキリストとの合一の中に引き上げる力です。キリストの光と愛が毎日私たちを通して流れ、私たちは十字架につけられた私たちの主の傷跡を身に帯びます。私たちは偉大な経験を渇望せず、十字架につけられたイエスの霊が私たちを通して現される歩みに満足します。家庭の中で、私たちは多事争論するのをやめて、すべての人の僕となられた方と共に歩んで生活することを静かに学びます。


  



  第５章 啓示された新しいいのち


  
    「もはや自分に生きるのではなく、彼に生きるためです。」（二コリント五・十五～十七）

  


  最初の集会は、神の幻と神に会う結果から始めました。そこで見たように、ヨブ――「非がない」と主が言われた人――でさえ、主によって取り扱われ、ちりに下らされて、ついには「私は自分をさげすみ、ちりと灰の中で悔い改めます」と告白しなければなりませんでした。


  次に、主はさらに明るい探照灯で私たちを照らし、主が対処しなければならないものが想像の部屋の中にたくさんあることを私たちに示されました。また主は、神に属する深い事柄を取り扱うときのかたくなさのゆえに、神の目から見て罪や冒涜があることを示されました。そして、神聖な事柄を話すとき、敬虔な畏怖と聖なる恭しさと静けさが必要であることを、私たちに示されました。


  それから主は、私たちを十字架――十字架でのみ、新鮮な啓示に取り組めます――に導かれました。主は私たちの信仰のまさに基礎を、再び私たちに示されました。主イエスは私たちの身代わりであり、私たちのために死んでくださっただけでなく、私たちをご自身と共にあの木に運んでくださいました。それは今後、私たちが自分に生きるのではなく、キリストに生きるようになるためです。今、キリストのいのちが実際どのようにして土の器を通して現されるのか、私たちはきわめて明るい光を持つ必要があります。


  キリストが私たちの内に住んでおられる目的は、私たちを素晴らしい偉大な者にするためではありませんし、私たちを幸せにするためでもありません。それは、イエスの御心が満足するためであり、私たちを通して人々にご自身のいのちを注ぎ出せるよう、私たちを空の器にするためです。おそらく自分でも気づかぬうちに、私たちは経験を求め、自分自身の享受のために慰めや平安を求めていたのかもしれません。


  「彼がすべての人のために死なれたのは、生きている者が、もはや自分に生きるのではなく、彼に生きるためです……。」


  このすぐ次の節で、復活した主との合一がもたらす分離について示されます。「ですから私たちは、今から後、だれも肉にしたがって知ろうとはしません」。十字架の復活の面に導かれる時、キリストは私たちにとって生ける方となり、私たちは「今から後、彼に生きる」ようになります。そして続いて、私たちは彼の観点から人々を見るようになります。私たちはすべての人を、キリストの愛と死の対象として見ます。私たちは彼らを古い人間的な目で見るのではなく、いわば主の目で見ます。


  キリスト教会の中にある悲しむべき分裂は終わらなければなりません。なぜなら、十字架の天に向かう側では、私たちはキリストと一つであり、したがって、キリストにあるすべての人とも一つであるべきだからです。


  この節の意図は、あなたをかたくなにしたり、自分の殻に籠もらせたりすることではありません。キリストの愛があなたを通して人々――彼らのためにキリストは死なれたのです――に流れることができるよう、あなたをかたくなな自己から分離することです。


  「たとえキリストを肉にしたがって知っていたとしても、今はもはやそのように知ろうとはしません」。キリストに関する人間的な知識があります。いわば、キリストを外側から知ることです。多くの人はキリストの見解を持つことについて話していますが、もしあなたが本当にキリストにあるなら、キリストに関する諸々の見解にあまり夢中にならないでしょう。


  使徒たちはカルバリの前にイエスを知っていました。彼らは彼と共に歩み、彼の奇跡を見ました。彼らは彼の恵み深い御言葉を聞きましたが、その御言葉も彼も理解しませんでした。彼らは彼と交わることができませんでした。彼が言われたことをことごとく、彼らは多かれ少なかれ誤解しました。彼が霊的な事柄について話された時、彼らは彼が地上の事柄について言われたのだと思いました。彼らは心を尽くして彼を愛しましたが、彼を「肉にしたがって」知っているだけでした。彼らは主の昇天に立ち会い、彼らの知っているキリストは彼らの目に見えなくなりました。彼は言われました、「わたしが去って行くことは、あなたたちにとって益です。なぜなら、わたしが去って行かないなら、慰め主はあなたたちのところに来ないからです。しかし、わたしが行くなら、わたしは彼をあなたたちに遣わします」。この時も、彼らは理解しませんでした。彼らはペンテコステの日まで理解しなかったのです。


  ペンテコステの日、祝福に満ちた聖霊が来臨して、彼らの心の中に住んでおられる栄光を受けた主を彼らに啓示されました。今、彼らは「霊にしたがって」彼を知りました。彼は外側のキリストではなく、内側の生ける実際になりました。彼らは、彼と共に苦しむことを喜ばしいことと見なし、彼のためにすべてをすすんで犠牲にしました。


  私たちの多くは依然として同じです！私たちは「肉にしたがって」、人間的な観点からキリストを知っているだけです。私たちはキリストに関する理知的な知識を持っています。私たちはキリストに関する知的観念や描像さえも持っています。あなたはひざまずいて、「今、主はここ、私のそばに立っておられます」と自分に言い聞かせて、それから主がそこにおられるのを想像しようとしたことはあるでしょうか？これは「霊にしたがった」キリストではなく、「肉にしたがって」キリストを知ることです。


  しかし、キリストが私たちのために十字架上で死んでくださったこと、そして私たちはキリストと共に死んだことを、私たちが理解する時、キリストは私たちにとって生ける現実となり、私たちはキリストに結合されます。私たちはキリストとの合一の中で世の普通の生活に戻り、十字架の光の中ですべての人――彼らのためにキリストは死なれました――と会います。私たちは、神は厳しい方だと言い、神は時としてとても残酷だと思い、神をこわがって十字架から、いのちへの門から退いてきたかもしれません。しかし今、神が私たちをそこに導く十字架こそ、まさに私たちの欲するいのちへの脱出路であることがわかります。私たちはキリストをどれだけ「霊にしたがって」、自分の霊によって知っているでしょう。というのは、「主に結合される者は、主と一つ霊です」と記されているからです。


  この「分離」は何を意味するのでしょう？他の人々より優った者としてあなたを台座に据えることではなく、キリストによって所有されることを意味します。それは、キリストがあなたを分離してご自身のものとし、ただご自身の御旨のためだけの者とするためです。分離は、他の人々から遠く離れて立って、「私はあなたたちより聖い」と言うことではありません。主の臨在があなたによってとても鮮やかに現されるため、他の人々が主の臨在を感じて、主に引き寄せられることです。


  次にこう記されています、「ですから、だれでもキリストにあるなら、その人は新創造です」。この「ですから」という言葉は、十四節で据えられた基礎を示しています。「ですから」、だれでもキリストの死の中に植えられているなら（なぜなら、キリストと共に「すべての人が死んだ」からです）、その人は新創造です。その人は神からの新しいいのちを得、新しい領域に入り、「自己」の古い領域を離れました。そして今、キリストに属する新しい領域の中に生きます。


  「キリストにある（in Christ）」ことは何を意味するのでしょう？パウロは「キリストにある」ことについて、なんと多く語ったことでしょう。「にある（in）」というささやかな言葉に注目して、書簡を見てください。私たちに万物が与えられているのは、私たちがただキリストの領域の内側に生きているからです。なぜなら、万物はキリストにあって私たちのものだからです。


  私はこれの良いたとえ話を聞いたことがあります。上映中の映写スライドがあって、講師が海の絵を見せていました。彼は最後に、たくさんの人が溺れている嵐の海の絵をスクリーンに映しました。突然、水の中から一つの岩が浮上しました。その岩の上には十字架があり、十字架の上にはキリストがおられました。溺れている人たちの中の一人がその岩に流されました。彼女は十字架の足にしがみついて、助かりました！彼女にできたことは、ただしがみつくことだけでした。ついに、十字架上のキリストが身をかがめて、荒れ狂う海からご自身のふところに彼女を引き上げられたようでした。次に、彼女はもう一つの小さな泉に触れて、消えてしまいました。彼の中に入って、見えなくなったのです。


  これは素晴らしい視覚教材です。絶えず自分自身に占有される代わりに、自分はキリストの中に安全に隠されていると思いなさい。そうすれば、あなたはキリストの力によって自分自身から引き上げられ、キリストにあって生きるでしょう。


  再び、十字架を中心線と仮定することにします。一方の側には地的な領域があり、他方の側には天的な領域があります。最初、私たちは地的な側にいて、罪の重荷の下にありました。神の霊はこの時、私たちの身代わりである方が十字架上で私たちの罪を負ってくださったことを私たちに示されます。私たちは、「彼はあの木の上で私の罪をご自身の身に負ってくださった」と言って、平和を見いだします。しかし、ああ、私たちは主が天的ないのちの供給を送ってくださることを期待しつつ、古い領域に戻ってしまい、その中を歩み、その中に生きます。私たちは罪の赦しを受け入れ、「さあ、地的な領域に戻って、主のために働こう」と言い、まるで主が私たちに世界を任されたかのように行動します！私たちが進めるのは、消耗するまでのことです。私たちは祈り、激しく働き、ついには疲れて、「他に何かあるにちがいない」と言うようになります。主は、私たちが自己努力の終焉に至るのを待っておられました。主は「十字架に戻れ」という呼び声を送ってくださいます。ついに、私たちは自分が誤った立場に立って働いていたことがわかるようになります。そして、私たちは主がこう言われるのを聞きます、「わたしの道を邪魔していたのはあなたです。わたしはわたしの働きを自分で行うことができます。わたしにはただ空の器が必要なのです。あなたは自分の罪から離れましたが、自己を保っていました。今、来て、自己を離れ、わたしがあなたを置いた立場に立ちなさい。わたしが死んだ時、あなたはわたしの中で十字架上にいたのです！」。


  いのちの領域の中で、「私はキリストと共に十字架につけられました」と私たちは確かに言うことができます。十字架は今、私たちと古い地的ないのちとを分ける力として立ちます。


  御霊のあらゆる祝福が、キリストにあって天上で私たちに与えられています――十字架の天的な側で与えられています。神は「キリストにあって私たちを共によみがえらせ、共に天上に座らせて」くださいました。あなたはキリストの死の中に植えられたので、今、あなたはキリストのいのちによってキリストに結ばれています。ですから、あなたの内なるいのちとして「キリストがあなたの中に（Christ in you）」おられるだけでなく、あなたも「キリストの中に（in Christ）」あるのです。キリストはあなたの周辺、あなたの環境、あなたの領域です。あなたがキリストの領域の中に生きているとき、人々はあなたに会う時、キリストに会います。なぜなら、キリストはあなたを取り囲んでおられるからです。私たちは「主にある（in the Load）」という表現をしばしば使いますが、本当にその意味を知っているでしょうか？


  キリストにあって私たちは新創造になります。古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなり、すべてが神に属するものとなります。


  私たちは決して、この祝福された生活の中に苦闘して入るわけではありませんし、自分自身の努力でその生活を学んで知るわけでもありません。


  キリストが御業を成就されたことは、すでに事実です。私たちは自己の努力をやめ、信仰によってキリストの中に隠れ、「今から後、私はキリストにあります。キリストは私の隠れ場です。私はすすんで古いものを過ぎ去らせ、毎日すべてを新しくしてくださるキリストに信頼します」と言う必要があります。


  



  第６章 土の器の中にある天のいのち


  
    「神は私たちの心の中を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光（照らし、欄外）を与えてくださいました。しかし、私たちはこの宝を土の器の中に持っています。それは、その力の卓越した偉大さが神のものであって、私たち自身からではないことが現れるためです。」（二コリント四・六、七）

  


  コニーベアの七節の訳はとても美しいです。「この宝はもろい土の体の中に宿っています。それは、（働きを成就する）その卓越した力が神のものでなければならず、私たち自身のものであってはならないからです」。


  コリント人への第二の手紙一章のパウロの経験の中に、私たちはもろい土の体と、その体における、またその体による、困難に際しての天のいのちの現れを見ます。キリストの復活の中で真にキリストとの合一を知るとき、私たちは決して落胆することはないし、悲しげに見えることもない、と思っている人もいるでしょう！しかし、パウロがこれらの節を書いた時、彼が困難の中で落胆していたかどうか見ることにしましょう。彼は涙を流したことがなかったのでしょうか？


  
    「兄弟たちよ、アジアで私たちにふりかかった艱難について、あなたたちに知らずにいてもらいたくありません。私たちは極度に、耐えられないほどに圧迫されて、生きる望みさえ失ったほどでした。実に、私たちは自ら、自分自身のうちに死という答えを持ちました。それは、私たちが自分自身にではなく、死人をよみがえらせてくださる神に信頼するためでした。」（二コリント一・八、九）

  


  使徒パウロは、耐えられないほど「極度に圧迫」され、「生きる望みさえ失った」ほどだった、と述べています。これは土の器に対する重圧です。どこに私たちは天のいのちの現れを見るのでしょう？「私たちの慰めもまた、キリストを通してあふれています」。苦しみや圧迫と共に天の慰めが与えられました。その慰めにより、彼は艱難の中で勝利することができたのです。


  それが天の慰めであることは、どのように現されたのでしょう？もう一度読みましょう。「私たちを慰めてくださる方（中略）それは、私たち自身が、神によって慰められているその慰めを通して、あらゆる艱難の中にいる人たちを慰めることができるようになるためです」。この言葉は、パウロの無私の心をなんと表していることでしょう！極度の困難の時に、彼は自分自身を忘れ、自分の苦しみを通して、人々を慰めるのにいっそうふさわしい者になれることを喜びました。「私たちが艱難に遭うなら、それはあなたたちの慰めのためです。（中略）私たちが慰められるなら、それはあなたたちの慰めのためです。その慰めは、私たちが受けているのと同じ苦難を耐え忍ぶことの中で働くのです」と彼はコリント人に書いています。


  私たちは、あらゆる面で砕かれている心に対する天の油の流れの経路となることよりも、キリストのために働くことを重んじているのでしょうか？


  私たちはキリストの復活の力を知ることを願います。その実際生活における現れを、私たちはこの一つの器に垣間見ます。この器は慰めを注ぎ出し、自分に臨むあらゆる苦難の中で喜びます。苦難は人々を理解して助けることができるようにします。なぜなら、もし自分自身で苦しんだことがないなら、どうして私たちは人々を理解して助けることができるでしょう？


  主は、たとえ外側のすべてが繁栄しているように見える時でも、私たちをご自身の苦難の交わりの中に導く素晴らしい方法を持っておられます。きわめて繁栄しているように見える生活でも、その背後にはきわめて深い苦難が潜んでいる場合があります。主はどうにかして、私たちに苦難の交わりを教えなければなりません。さもないと、私たちはたいして役に立てません。私たちはあまりにも、喜びに満たされる側にとどまっています。しかし、忘れないようにしましょう。私たちの周りには心を砕かれた人がいるのです。また、もし彼らに対する神の慰めの経路になりたければ、経験的に苦難について学ばなければならないのです。


  パウロは九節で、なぜ神がこのすべての圧迫を許されたのかを私たちに告げます。「これは自分自身の内なる死である、という答えを私は得ました」。彼はまるでこう言っているかのようです、「主は私を、何もする力がない所に連れて行かなければなりませんでした。この徹底的な弱さと無力さの中から、私は死人をよみがえらせてくださる神に頼らなければならなかったのです」。


  私たちは徹底的弱さの場所に、自分自身の能力、「忍耐力」さえも尽き果てる場所に、連れて行かれたことはあるでしょうか？主は時々、私たちの幾人かが持っている途方もない忍耐力を取り去ることにより、以前なら全く不可能だったような方法で、私たちを通して他の人々を砕くことができます。


  神が私たちを通して他の人々を砕けるようになるために、神に私たちを砕いてもらうことは、素晴らしいことです。砕かれていない殻の下に自分の最も深い感情を隠す力を失ってしまったことを悲しんでいる人が、私たちの間におられるでしょうか？自分の部屋に一人でいる時は、主の御前で泣き崩れても、私たちは気にしないかもしれません。そして、微笑みとともに出てきて、「全く大丈夫です！」と言えれば、それは輝かしい勝利だと思うかもしれません。しかし、土の器は砕かれなければならないのです。それは、この砕かれた器を通して、その中心にあるいのちが流れ出て、他の人々を主の足下で砕けるようになるためです。


  きわめて麗しい生活を送っているのに、決してあなたの心に触れたことのない人々を、あなたは思い浮かべることができるのではないでしょうか？彼らの経験はあなたを遙かに上回っているようですが、彼らに会う時、あなたの目に涙は浮かばず、心も溶かされません。なぜでしょう？それは、内側にあるいのちが自然に人々に真に流れるようになるには、なおも砕かれる必要があるからです。


  私たちを砕く出来事が私たちに臨むのを神はどうして許されるのだろう、と私たちは怪訝に思います。そして、「元気を取り戻す」力を失ってしまいます。パウロの生涯からわかるように、彼の祈りがかなえられて、キリストの苦難の交わりを知るようにされ、キリストの死に同形化された時、彼は大いに成熟し、深められ、他人に対して見事なまでに優しくなりました。


  私たちは知覚可能な何らかの経験――突然私たちを引き上げて、霊的高台の上に置き、ずっとそこにとどまらせる経験――を求めているかもしれません。しかし、真の生活は瞬間瞬間の信仰生活です。力の感覚は無力さの感覚ほど強くありませんが、神の復活の力を信じる信仰による生活です。神の復活の力は、弱さの中にある私たちを引き上げて、不可能なことを行えるようにします。


  二章には、パウロがコリントの教会の数人の神の子供たちに書き送って、彼らを叱らなければならなかったことが記されています。彼は自分を高みに置いて、「あなたたちは間違っています」と厳しく言ったでしょうか？


  いいえ、彼はとてもやさしく書き送りました。「多くの艱難と心の苦しみから、多くの涙をもって、私はあなたたちに書き送りました。それは、あなたたちを悲しませるためではなく、私があなたたちに対してさらにあふれるばかりに抱いている愛を、あなたたちに知ってもらうためでした」（二コリント二・四）。私たちはここに、神に対する責任を果たしているパウロを見ます。しかし、彼はそれをイエスの霊の中で、心の苦しみと多くの涙をもって行います。


  家庭で子供たちに対して、あるいは同労者に対して、神と共に立つべき何らかの立場にない人は、私たちの間にほとんどいません。神は私たちをご自身に対して忠実な者にしなければなりません。しかし、人々の罪を効果的に対処することは、ただ天的な霊の中でのみ可能です。私たちが叱らなければならない時、それは心の苦しみと多くの涙をもってでなければなりません。


  これがどれほど密接に、神との日々の歩みに影響を及ぼすのか、私たちにはわかりません。過ちを犯している神の子供をやさしく脇に連れて行き、「あなたは私の主を悲しませています」と言うには、イエスの霊が必要です。


  十節は、パウロにおいて現された天的な霊を見せています。「しかし、何かの事であなたたちが赦す人を、私も赦します。（中略）なぜなら、私はあなたたちのために、それをキリストの御前で赦したからです」。ここに、深刻な罪を犯した人々に対する愛と赦しの優しい霊の中で示された、天のいのちの現れがあります。


  コリント人への第二の手紙三章五節は、土の器の自己評価を見せています。「何かを自分から出たものと評価する資格が自分にある、というわけではありません。私たちの資格は神からです」。


  これが土の器の継続的な姿勢でなければなりません。「私はキリストと共に十字架につけられた」ことを認識することと、それを常に実践することとは別のことです。何かを自分から出たものと評価しない、とあなたは本当に言えるでしょうか？自分にとって自分は何者でもない、というのは本当でしょうか？そしてそれと同時に、神はあなたのすべての必要に対して常に十分である、と言えるでしょうか？これがあなたの継続的な姿勢でしょうか？土の器に資格はありません。しかし、天の宝には資格があります。


  コリント人への第二の手紙四章八、十二節には、もろい土の器の極度の必要をすべて満たす神の十全性が記されています。「私たちは四方から圧迫されますが、窮しません。困惑させられますが、絶望しません。迫害されますが、見捨てられません。打ち倒されますが、滅ぼされません。いつもイエスの死を身に帯びています。それは、イエスのいのちもまた、私たちの身に現されるためです」。


  これらの節はみな、なんと美しいのでしょう。土の器は圧迫されますが、天のいのちは窮しません。「土の器は困惑させられます」。あなたは、「神の光の中を歩んでいるのに、どうしてそんなことがありえるのでしょう？」と言います。「私たちは明確な導きを得るので、歩みはすべて確固としたものになり、決して困惑することはありません」と私たちは考えます。しかし、これはなんという誤りでしょう。パウロは「困惑させられ」ましたが、内住のキリストを知っていたので、「絶望しません」と付け加えたのです！彼はこう言っているかのようでした、「この困惑の時、主は私を見捨てたりはされません。状況はひどく恐ろしく混乱しているようであり、私も単なる一人の器にすぎません。しかし、私の御父は信実です。御父は私を切り抜けさせてくださいます。私は絶望しません！」。


  「いつもイエスの死を身に帯びています」とパウロは付け加えます。コリント人への第二の手紙十三章四節の彼の言葉が、これを解き明かします。「彼は弱さのゆえに十字架につけられましたが、神の力によって生きておられます」。


  たしかに、キリストは「弱さのゆえに十字架につけられ」ました。「いつもイエスの死を身に帯びています」とパウロは叫びます。このコリント人への手紙は、使徒の弱さと無力さ、そして彼がどのようにキリストの復活の力に頼り、キリストのように神の力によって「生きる」ことができたのかを、一貫して示しています。偉大な経験は一つもなく、真実な神を信じる信仰しかないことがたびたびでした。彼は力の感覚を求めずに、自分を弱さの中から引き上げてくれるキリストの力に毎瞬頼りました。彼はイエスのためにいつも死に渡されていましたが、イエスのいのちが彼の死ぬべき体に現されました。死にそうなのに、見よ、彼は生きていました。


  他の人々に及ぼした効果にも注意してください。「ですから、死は私たちの内に働き、いのちはあなたたちの内に働きます」。私たちは、たとえどんな代価を払っても人々が祝福されることを願うほど、神に用いられることを望む神の子供でしょうか？自分を通していのちをことごとく人々に流れさせて、自分は空っぽのまま残されても本望でしょうか？このように神と共に歩む覚悟はあるでしょうか？報いはありませんが、主キリストが満足しておられるという深い喜びが心の中に湧き起こるでしょう。注ぎ出された主の生活を送ること、そして決してご自身のことを考えなかった主のようになることだけを願っているなら、確かにこれだけが私たちの唯一の希望でしょう。


  「いつもイエスの死を身に帯びています。それは、（中略）いのちが現されるためです」。いつも！いつも！「でも、忘れてしまったら？」。再び戻りなさい。いつも！私たちはキリストと共に死にました。それは、私たちのために死んで再びよみがえった方に生きることができるようになるためです。これを覚えておきましょう。


  コリント人への第二の手紙六章四節に、実際生活についてさらに記されています。「あらゆることで、自分を神の奉仕者として推薦しています」。どのようにして、どんな状況においてでしょう？「多くの忍耐によって」です。「艱難の中で、窮乏の中で、行き詰まりの中で、むち打ちの中で、投獄の中で、争乱の中で、労苦の中で、徹夜の中で、断食の中で」です。


  艱難における多くの忍耐。これは実に神の力です。窮乏の中で――絶対に必要だと思われるものがなくても過ごすことができます。あなたは余剰品がなくても過ごせますが、必需品についてはどうでしょうか？「行き詰まりの中で」「むち打ちの中で」――時々、言葉のむちがあります。「投獄」の中で。あなたは外国の地に行くことを願いますが、あなたの友人たちは「だめだ！」と言います。あなたは「投獄」を受け入れて言います、「そうです、主よ。あなたの御旨なら、私を閉じ込めておいてください。あなたの時が来たら、扉は開くでしょう」。


  「争乱の中で」。欽定訳の欄外では、「四方八方に翻弄される中で」となっています。すべてが歪んでいる時、翻弄されることによって多くの忍耐を学びますように。間断なき労苦の中で。徹夜の中で――決して魂を見放しません。知識において――神を知ることです。辛抱強さにおいて。親切において――親切になろうと決してあわてません。「聖霊により」。「真理の言葉により」。「神の力により」。「右と左の義の武器により」。正しい行い、実直さ、すべてを万人の目の前に正直に示すこと。「栄誉と恥辱により、悪評と好評により。欺く者のようでも、真実であり、知られていないようでも、よく知られており、死にかかっているようでも、見よ、生きており、懲らしめられているようでも、死に渡されておらず、悲しんでいるようでも、常に喜んでおり、貧しいようでも、多くの者を富ませ、何も持たないようでも、すべてのものを所有しています」（二コリント六・八、九、十）。土の器の中にある天のいのちのなんという絵でしょう！なんと「神にふさわしい」ことでしょう！


  コリント人への第二の手紙十章一節は、次に土の器の外観を見せています。「私パウロが自ら、あなたたちに懇願します。（中略）私はあなたたちの間で、面と向かっている時は卑しくなっています」。「実際に会ったときの彼は弱々しく、その話はつまらない」。人の判断では、つまらない器だったのです！神のいのちはどこに到来するのでしょう？「私たちの戦いの武器は肉のものではなく、神の御前に力があって、要塞をも破壊し、（中略）神の知識に逆らい立つあらゆる高ぶりを破壊します」（四、五節）。


  人の判断では、弱々しく卑しい器、話の下手な器でした。しかし、要塞を破壊するために神に用いられました。「実際に会ったときの彼は弱々しく、その話はつまらない」。私たちの中には雄弁家になることを願っている人々がいます。私たちは某氏のように賢くなければ全く何もしようとせず、某氏のように祈れなければ声を出して祈ろうとせず、某氏のように話せなければ全くメッセージをしようとしません。


  しかし――「神は賢い者を辱めるために、この世の愚かな者を選び、（中略）有るものを無いものとするために、この世の卑しい者、さげすまれている者、実に無きに等しいものを選ばれました。それはいかなる肉も、神の御前で誇ることがないためです」（一コリント一・二七、二九）。私たちはつまらない器であることを喜ぶべきではないでしょうか？私たちは喜んで人々に自分をそう呼ばせ、しかも傷つかずにいるべきではないでしょうか？傷つけられること、短気を起こすこと、受けて当然と思われる栄誉を受けない時、落胆することはありえます。ああ！ああ！これはみな、神の子供たちの間でもありえるのです。とはいえ、私たちの中に何か美点があるとき、栄誉を受けるのは私たちであり、神ではありません。しかし、私たちが弱く無力な神の僕であることが明らかなとき、私たちの神が栄光をすべてお受けになります。


  最後にコリント人への第二の手紙十二章七節を見ましょう、「その啓示があまりにもすばらしいため、私が高ぶりすぎないように、一つのとげが私に与えられました。それは、私が高ぶりすぎないように、私を打つためのサタンの使いなのです」。


  これは土の器とその危険性を短く見せています。私たちが土の器であり、依然として卑しい体の中にあるかぎり、神が私たちを用いれば用いるほど、ますます高ぶりの危険性が大きくなります。神は私たちの上に御手を置いて、私たちを砕かれた状態に保つ必要があります。それは私たちが、何かを自分から出ていると言って、自分に栄光を帰せなくするためです。


  主は私たち一人一人を用いて、予期せぬほど多くの人々に対するいのちの経路とすることができます。しかし、主がそのように私たちを用いても大丈夫でしょうか？もしかすると、私たちに耐えられる程度の「豊かさ」しか、主は私たちに与えてくださらないかもしれません。ずっと求めているのに待たされ続けるとき、あなたはあなたの父なる神に信頼できないのでしょうか？あなたの求めるものがあなたに対して安全になった瞬間、神はあなたの上にすべてを注がれるでしょう。神の御心に制約はありませんが、土の器には制限があります。霊的祝福を求めるあなたの祈りの中には、神が答えてくださらない祈りは一つもありません。しかし、時と方法については神にお任せした方がいいでしょう。


  「私たちはこの宝を土の器の中に持っています。それは、働きを成就するその卓越した力が神のものでなければならず、私自身のものであってはならないからです。」


  



  第７章 生きている方


  
    「なぜあなたたちは、生きている方を死人の中に探しているのですか？」（ルカ二四・五、欄外）

  


  これまで、キリストの十字架とカルバリで成就されたその御業について、それから、キリストと共に十字架につけられたことを知った後、引き続きキリストの死に同形化されることについて話してきました。さらに、私たちは土の器による新しいいのちの現れを見ました。ごく普通の弱い土の器であるにもかかわらず、この土の器は神の忍耐、神の愛、神の謙遜を現します。


  私たちは神の幻から始めました。ですから終えるにあたって、私たちはキリストのパースンに戻らなければなりません。なぜなら、キリストとその復活の力を知る時だけ、私たちはキリストの死に同形化されることができるからです。


  最初に、復活がキリストにとって何を意味したのかを見ましょう。女たちは死んだキリストを見るために墓へ行きました。彼らはまだ、キリストを復活の主として知りませんでした。キリストの死について話す時、キリストが生きている方であることを忘れないようにしましょう。一生、死んだキリストを礼拝し、聖金曜日毎に十字架につけられたキリストのために泣く人々がいます。もしあなたたちの中に、墓を見つめてキリストの死しか考えない人がいるなら、どうか聖霊が生ける主であるキリストに光を当ててくださいますように。


  「なぜあなたたちは、生きている方を死人の中に探しているのですか？彼はここにはおられません。よみがえられたのです」と天使の使者は言いました。これを聞いた時、女たちは怖じ惑いました。彼らはキリストを墓の中に探しに行き、墓が空であることを発見しました！空の墓のゆえに神を賛美します！女たちが弟子たちのところに戻って、キリストが復活されたことを告げた時、弟子たちは女たちを信じず、「たわ言」にすぎない、と言いました。復活した方ご自身が近づいてこられるまで、私たちにとっても「たわ言」である場合がしばしばです。


  後に、弟子たちが二階の部屋に集まったこと、そしてユダヤ人を恐れて扉が閉ざされていたことが記されています。彼らはカルバリへ行き、いっさいの希望を打ち砕く霊的なカルバリを確かに通過しました。しかし、イエスを生きている方として知るまで、彼らは神の力と強さに満ちた証人にはなりませんでした。死は消極的です。積極的な力をもたらすのはいのちです。


  キリストご自身にとって復活は何を意味したのでしょう。ローマ人への手紙一章四節、「死人の復活により、力の中で神の御子と示された方」。復活により、彼が神の御子であることが示されました。もう一度エペソ人への手紙一章十九、二〇節を読みましょう、「神の大能の力の働きにしたがって（中略）神は、その大能の力をキリストの内に働かせて、彼を死人の中から復活させ、彼を天上でご自身の右に座らせ、すべての支配、権威、力を遙かに超えて……」。


  次にローマ人への手紙六章九節を見ましょう、「キリストが死人の中から復活させられて、もはや死ぬことがなく、死はもはや彼を支配しないことを知っています。彼が死んだのは、ただ一度、罪に対して死んだのであり、彼が生きるのは、神に生きるのです」。この節からわかる四つの明らかな点があります。第一に、復活によって彼が神の御子であることが示されました。第二に、彼は暗闇の勢力を上回る勝利の地位に上げられました。第三に、死はもはや彼を支配しませんでした。第四に、彼は新しい領域に入りました。その領域の中で、彼はカルバリの地上側の面で生きるのをやめて、十字架の神側の面でただ神にのみ生きました。


  ローマ人への手紙六章三～六節から、キリストの復活は私たちの霊的復活の原型であることがわかります。


  
    「キリスト・イエスの中へとバプテスマされた私たちはみな、彼の死の中へとバプテスマされたことを、あなたたちは知らないのですか？こういうわけで、私たちは死の中へとバプテスマされることを通して、彼と共に葬られました。それは、キリストが御父の栄光を通して死者の中から復活させられたように、私たちもいのちの新しさの中を歩むためです。もし私たちが、彼の死の様の中で彼に結ばれるなら、彼の復活の様の中にもあるでしょう。」

  


  ここにすべての物語があります。私たちはどのようにキリストの復活の力にあずかるのでしょう？彼の死の様の中で彼に結ばれることによってです。言い換えると、キリストの十字架を生き生きと知るよう聖霊に導かれることによってです。この節に関する注釈の中でコニーベアはこう述べています、「この意味は、『キリストの死の実際にあずかり、キリストの死の様を経過することによって』のようである」。これは心の中で同意することや、堅く信じる姿勢以上の何かを意味します。聖書は、キリストの死の中にしっかりと移されること、キリストの死に同一化されること、その十字架において非常に実際的な形でキリストと交わることについて述べています。


  このようにキリストの死の実際にあずかるなら、それに続いていのちの中でキリストに結ばれるであろうことを、私たちは完全に確信することができます。私たちはキリストの死にあずかるだけでなく、キリストのいのちにもあずかります。この事実はローマ人への手紙六章八節で繰り返されています、「しかし、キリストと共に死んだなら、彼と共に生きることにもなる、と私たちは信じます」。いわば、その死は目的に達する手段なのです。日常生活のためにキリストの復活の力に身を委ねることについて、私たちは何を知っているでしょう？


  ローマ人への手紙六章に関する光を持っていて、単純な信仰により、「自分はキリストの死の中でキリストと一体化されており、キリストの復活にあずかっています」という姿勢を取る人々がいます。しかし、彼らがキリストの死の様にしっかりと結ばれていないことは容易にわかります。他の人々はこれを理屈と称してこれに反対し、「自分たちはもっとよいものが欲しいのであり、聖霊に自分たちの間で実際的な働きをして欲しいのです」と言います。死の中でキリストに結ばれることについて、聖霊が彼らに教え始められると、彼らは他の極端に走ってしまいます。そして、彼らはあまりにも長く墓にとどまるため、彼らを力づけて絶えず勝利の中を歩ませる神の力の痕跡は全く見あたりません。


  いのちは死の中から生じることを忘れないようにしましょう。キリストの死によりキリストの中にしっかりと移されなければならないことは真実です。しかしまた、私たちはキリストの復活の中でキリストに結ばれなければなりません。キリストの死を知るよう導かれる時、あなたはキリストの力づけるいのちを求めて、キリストに身を委ねなければなりません。さもないと、実際生活であなたは無力でしょう。イエスの十字架に関して神が私たちに与えてくださった光のゆえに、そして私たちをその死に同形化するその方法に関して神が私たちに与えてくださった光のゆえに、神に感謝しましょう。それだけでなく、キリストの復活の力を知り、キリストとの生ける合一の生活を送るようにしましょう。


  最も暗い戦いの時、かつてない辛い試みの時、もしキリストに結ばれているなら、あなたはこう言えるでしょう、「この問題に関して、私は復活した私の主と共にあります。私はこれに屈することを拒みます。私は彼と共に勝利の地位に立っているからです。私は死人をよみがえらせてくださる神を信じます」。


  ただこの方法によってのみ信仰は完成されることができ、ついには窮地の中でも生きて勝利できる信仰になります。


  キリストの復活により、死はもはや彼を支配しないことを、私たちは見ました。これは私たちにも霊的に成就されるでしょう。四方を取り巻く致死的な雰囲気のまっただ中で、私たちはその影響を被っているでしょうか？キリストの復活の力のおかげで、それは私たちを凍えさせられません！私たちは生きている方であるキリストに結ばれています。したがって、私たちの周囲にあるもので、私たちを支配したり引きずり倒す力のあるものは何もありません。私たちの周囲にある死は、もはや私たちを凍えさせません。むしろ、私たちは復活した主との合一により、キリストのいのちによって、死の雰囲気を圧倒し、死にかけている人々に対するいのちの使者になるのです。


  コリント人への第二の手紙十三章三、四節に示されている、キリストの復活の力を示す実際的方法について、簡単に見ることにしましょう。


  
    「あなたたちは、キリストが私によって語っておられる証拠を求めているからです。キリストはあなたたちに対して弱くはなく、あなたたちの中で強いのです。なぜなら、彼は弱さを通して十字架につけられましたが、神の力を通して生きておられるからです。私たちも彼と共に弱いですが、あなたたちに向けられている神の力を通して彼と共に生きます。」

  


  実際、私たち自身は常に弱いのです。そして、キリストの力が自分たちを通して働いているのがわかるのは、まさにその力が他の人々の中に働いているのを見ることによってなのです。キリストが自分によって語っておられる証拠を、あなたは求めているのではないでしょうか？ここに証拠があります。キリストは他の人々の中で強く、あなたを通して彼らを祝福しておられます！パウロはあたかもこう言っているかのようです、「私は自分が弱いことを知っています。しかし私は、自分がキリストのいのちによりキリストと共に生きていることを知っています。なぜなら、キリストがあなたたちコリント人の内に働いておられるのを私は見ているからです」。神のいのちと力が自分たちの内に働いていることを、私たちは周囲の人々に対するその効力によって知ります。これは、自分自身や自分の経験を見ることから私たちを遠ざけます。


  ですから実際の経験上、次の三つがあります。第一に、私たち自身は常に死と弱さに渡されます。それは、いのちが他の人々の上に流れ出るためです。第二に、私たち自身に対しては常に死です。それは、自分自身に信頼するのではなく、死人をよみがえらせてくださる神に弱い自分を委ねるためです。第三に、神の力を認識できるのはただ、それが生み出す効力によります。神の力を常に感じるとは限らないのです。


  ヘブル人への手紙十一章十七、十九節は、復活の力の別の面を見せています。


  
    「信仰によって、アブラハムは試みられた時、イサクをささげました。（中略）神は死者の中から人を復活させることができると考えたのです。」

  


  これはキリストの復活を知るさらに一つ進んだ段階であり、神が私たちの信仰を成熟させる方法を示しています。実際生活全般における姿勢は、「父よ、あなたはこれを復活させることができると信じて、私はこれを放棄します」というものでなければなりません。この時、ためらわずに万事をその祭壇に向かわせることができます。私たちの所有物すべてに関して、さらに神の賜物に関しても、「神は死者の中から人を復活させることができる」と信じて、それらを放棄する信仰――これが復活の力です。


  終えるにあたって、イエスご自身が私たちの間におられることを思い出しましょう。彼は生きている方であり、幕の内側におられる生けるキリストです。彼は常に私たちのためにとりなしておられます。注ぎの血が私たちに適用されつつあります。私たちはシオンの山に、仲保者キリストに、注ぎの血に来ています。開かれた天を通して、神の御子キリストが私たちのために神の御前に立っておられること、そして私たちはキリストにあることを、私たちは見ます。開かれた天を頭上に伴って出て行く時、こう言いましょう、「妨げるものは何もありません。注ぎの血が御父の前で私を擁護してくれるのがわかります。道は澄みわたっています。神が私を助けてくださるので、私たちの間に曇りが生じることは二度とありません」。ですから今後、「生きている方を死人の中に」探すのではなく、神の右手に探すようにしましょう。私たちはキリストと共に「愛されている方にあって受け入れられて」います。このビジョンをもって終えることにします。アーメン。
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